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研究分野：国際経済学 
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１．研究計画の概要 
 
＊本研究は次の二つの基本方針のもとに遂

行する。 

（１）研究代表者のリーダーシップの下に、

個別テーマを各研究分担者に割り当て、研

究代表者と各研究分担者との共同研究を遂

行して研究成果を挙げることを目指す。 

個別テーマと、これを割り当てられる研究

分担者および研究協力者は以下のとおりで

ある。 

①菊池徹教授：収穫逓増/独占的競争を取り

入れてCNS論文のモデルを拡張する。  

○2 土居潤子准教授：長期的成長率と貿易パ

ターンを同時に説明できるようにCNS論文

のモデルを「内生的成長モデル化」する。 

○3 胡云芳准教授：一国のマクロ経済政策や

貿易政策が他国の経済にどのような影響を

及ぼし、これが当該国の経済にどのように

跳ね返るかという「間接効果」も考慮に入

れた総合的政策効果分析を行えるように

CNS論文のモデルを発展させる。  

○4 上東貴志教授：内生的時間選好率関数を

特別な場合として含む一般的な通時的選好

構造の数学的研究。 

 
（２）研究分担者あるいは研究代表者が、

研究成果を国際的研究者の前で報告して

コメントをもらい、改良した上で国際的な

査読付学術誌に投稿して公刊を目指す。 

 

 

２．研究の進捗状況 
趙：「iPod サイクル」のモデル分析を行い，

先進国の企業家によってイノベーションと

アウトソーシングへの努力が同時に実行さ

れることを示した。技術的改善，諸政策，模

倣，知的所有権保護などがこうしたアウトソ

ーシング，イノベーション，あるいは賃金に

いかに影響するかについても議論している。 

菊地：（１）独占的競争市場を組み込んだ

動学的国際貿易モデルの拡張と、（２）

重複世代を組み込み、各国間の時間選好

率格差に焦点を当てた動学的貿易モデ

ルの構築を主として行った。（１）に関

しては、動学的な意味でのヘクシャー＝

オリーン定理を再確認した。（２）に関

しては、貿易収支のインバランスを時間

選好率格差から説明できることを明ら

かにした。 

土居：国際的労働移動によって受け入れ

国にどのような影響が及ぼされるのか、

について、世代重複モデルを構築して議

論を行った。国際間の資本移動を考慮煮

入れた場合には、賃金による影響のみが

現れるだけであるが、資本移動を考慮し

ない場合には、通時的に、資本蓄積量、

公共資本量も変化するため、異なる世代、

異なる skill を持つ人に異なる影響を及

ぼすことが明らかになった。  
胡：国際貿易と経済成長に関する国際間の貿

易パターン、または各国内の市場部門と非市

場部門（家庭内生産）の間の資源配分問題を

中心に長期及び短期の動学的分析を行った。

研究種目：基盤研究（A） 

研究期間：2006-2009 

課題番号：18203017 

研究課題名（和文） 内生的時間選好を導入した国際貿易・投資の動学的一般均衡理論の確立

  

研究課題名（英文） Research on dynamic general equilibrium models of international trade 

and investment with endogenous time preference 

  

研究代表者  趙 来勲（ZHAO LAIXUN） 

       神戸大学・経済経営研究所・教授 

       研究者番号：70261394 



 

 

時間選好率が内生的に決まるケースも考慮

に入れて、それより動学貿易モデルにおける

内生変数に与える影響を分析した。 

上東：時間選好率の異なる 2国からなる資本

移動の一般均衡モデルを構築した。標準モデ

ルと異なり大国経済を想定し、それぞれの国

が利子率へ影響力があると仮定した。均衡を

分析し、定常点の存在および安定性を明らか 

にした。 

 
 
３．現在までの達成度 
 

②おおむね順調に進展している。 

計画通りに、研究代表者も各分担者も時間選

好率を導入した動学モデルを構築し、割り当

てられる研究を行っている。予想された結果

も大分得られている。 
 
４．今後の研究の推進方策 

平成２１年度は主に研究業績をまとめて、国

内外の学会で発表し、反応を貰ったうえで論

文を完成し海外の英文誌に投稿する。 

また、年度末に総括を行う予定である。 

 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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